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 今回紹介する御殿山は、京阪電車の駅名にもなっており、広く知られています。地

名の由来は、駅から東に見える小高い山です。江戸時代、当地の領主永井尚庸[なが

いなおつね]が陣屋を設けたことから、「御殿山」と呼ばれるようになったといいます。 

 御殿山駅から東へ坂を登っていくと、御殿山

美術センター*1と御殿山図書館があります。昭和

４年(1929）、南画[なんが]家矢野橋村[やのきょ

うそん]が設立した大阪美術学校が、この地に移

転、京阪電鉄は御殿山駅を新設しました。 

 御殿山美術センターは、昭和62年(1987）、そ

の跡地に建設されたもので、絵を描いたり、陶

芸をしたり、市民の創作活動の拠点として利用

されています。また、矢野橋村や大阪美術学校

出身画家の絵画も収蔵されています。 

 美術センターからさらに進むと、御殿山神社に行き着

きます。御殿山神社は渚村の氏神で、明治３年(1870）、

渚院跡地の観音寺境内から遷座[せんざ]してきました。

この時、神社名も西粟倉[にしあわくら]神社から御殿山

神社に改称されました。遷座の様子を極彩色で描いた奉

納額が今に伝えられています。 

 神社からの眺望はよく、眼下に広がる町並みや北摂の

山並みも一望できます。あなたも一度訪ねてみませんか。 
                             
*1   平成18年10月から御殿山生涯学習美術センター。 


